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1
1月
1
8日
か
ら
2
0
日
ま

で
の
3

日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
ア
グ
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ネ
ス
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ェ
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に
自
然
農
の
野
菜
や
加
工
食
品
、
化
粧
品
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
症
例
パ
ネ
ル
を
飾

っ
て
出
展
し
た
。
由
井
寅
子
代
表
の
講
演
が
初
日
、
会
場
内
で
行
わ
れ
た
が
満
員
で
立

ち
見
を
す
る
人
も
お
り
、
関
心
の
高
さ
を
見
せ
つ
け
た
。

初
日
、
会
場
内
で
行
わ
れ
見
が
出
る
租
の
盛
況
ぶ
り
で

た
セ
ミ
ナ
ー
で
由
井
寅
子
代
あ
っ
た
。

表
が
「
自
然
農
で
六
次
産
業
由
井
代
表
は
殿
初
に
自
然

化
に
取
り
組
む
農
家
が
日
本
農
を
や
ろ
う
と
決
断
し
た
理

食
レ
ス
ト
ラ
ン
東
京
展
開
」
由
に
つ
い
て
語
り
、
「
現
代
の

と
い
う
演
題
で
講
演
し
た
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野
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に
は
、
ビ
タ
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ン
・
ミ

由
井
寅
子
代
表
と
競
受
自
ネ
ラ
ル
が
不
足
し
て
お
り
、

然
農
に
参
加
者
や
出
展
者
も
今
の
日
本
人
に
は
食
の
問
題

注
目
し
て
い
る
よ
う
で
セ
ミ
か
ら
来
る
病
気
が
多
い
」
と

ナ
ー
｛
葛
か
ら
溢
れ
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立
ち
指
撤
し
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。
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ス
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小
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初
め
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出
展
し
た
。
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ー
や
食
生
活
の
改
諧
を
行
警
曇
霙
自
つ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
で
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静
岡
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こ
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皇
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か
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が
わ
ず
か
な
期
間
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ん
ど
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説
や
、
ホ
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オ
パ
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ー
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震
災
以
降
立
ち
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げ
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日
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マ
イ
モ
な
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な
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競
き
の
声
も
上
が
っ
分
か
る
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較
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翌
や
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念
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い
て
話
す
由
井
％
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然
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来
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か
も
レ

て
い
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と
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そ
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中
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興
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と
が
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か
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。
こ
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れ
か
ら
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め
て
頂
食
へ
の
こ
だ
わ
り
を
前
面

し
き
た
い
」
と
期
待
を
込
め
て
に
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し
、
病
気
の
原
因
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井
代
表
の
活
躍
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し
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和服姿で記念撮影

人区民長行 れ区北
な議党‘わ北た民区 11
と会の前れ区゜会ワ月
が議都国てワ 館イ 19
参犀議土おイ にン日
加‘会交りン おの午
し北議通‘の い全後
て区員大北会 てか 6
いの‘臣区は 開赤時
る経北‘の毎 催羽か
゜済区自区年 さのら

今
年
は
、N
P
O
法
人
元

氣
農
業
開
発
機
構
の
メ
ン
バ

)
も
初
参
加
し
た
。

折
し
も
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い

た
中
で
の
参
加
で
、
森
花
ジ

ャ
パ
ン
の
女
性
2

人
と
成
瀬

幹
事
長
が
急
逗
駆
け
付
け

た
。
参
加
者
は
約15
0

名
。
ワ
イ
ン
を
片
手
に
ワ
イ ン

の
収
穫
を
祝
い
、
記
念
写

真
を
撮
っ
て
い
た
。

参
加
者
の
中
に
環
塊
農
業

新
聞
の
読
者
も
多
く
、
最
近

の
話
に
花
が
咲
き
、
ワ
イ
ン

の
会
終
了
後
も
2

次
会
に
大

勢
で
出
向
き
、
夜
遅
く
ま
で

懇
談
し
て
い
た
。


